
 

『次世代への環境意識の啓発・発展のため、また自然

との共生の素晴らしさ、個々の豊かなことにより、よ

りよい未来と社会を創るために、環境教育の必要性を

切に感じ、環境教育研究部会の準備委員会を発足した。

そして、2007 年４月、総会にて環境教育部会の設立

を提案、承認を得ることとなった。』今年、もりメイト

キッズの活動は 16 年目を迎える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『かねてから、当時の事務局長（現理事長）が子

供への環境教育と、プログラム企画の立案がで

きる指導者等の人材育成の必要性から部会新設

の構想を持っていた。この構想について、当時広

報担当の東田京華氏に相談したところ、実家の

大竹市松ケ原町に荒廃した山林を所有してお

り、子供の育成に貢献できるなら是非にと使用

を承諾。東田氏を代表に部会を発足することに

なった。』左新聞は当時、東田氏とお母さまが取

材を受けたもの。もりメイトキッズが今ここに

あるのは、このフィールドがあってこそ。感謝！ 

 

 ～倶楽部創立25年によせて～ 
  ＜その４：環境教育研究部会の成り立ち

倶楽部創立 20 周年記念誌より  

 

環境教育部会の目指すもの  環境教育の必要性は、言うまでもなく地球的課題である。そのような社会的要

求に応えて、森林体験を通して環境教育を提案することが、倶楽部の使命と考えている。 

森林体験を通して環境問題に気付き、考え、「行動できる人」を増やし、指導できる人材育成を行う。 

そのためには、運営スタッフのスキルアップが必要であり、森林・林業の実務はもとより、自然についての

学習、環境教育アクティビティ(活動)などの情報を取り入れ研鑽する事が大切。講習会の実施や参加、情報

源となる資料の購入も視野に入れていきたい。 

子ども森林ボランティア。作業の様子      大竹は和紙で有名。紙漉の作業：2013年    環研部会話し合い。研修も行っている。 

 

心ほぐしてくれる大学生のアイスブレイク      あつまれ～、みんなが作ったクラフトだよ         交代で食事を担当。 

 
《歴代部会長  初代：東田京華(現賛助会員・岡山在住)    2代：竹原弘(現顧問)    3代：佐々木綾子》 

環境教育研究部会の成り立ち 


